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・京都市バス、京都バス、JRバス「烏丸丸太町」バス停下車

【アクセス】
京都府立総合社会福祉会館 ハートピア京都

日文研フォーラムとは
国際日本文化研究センター（日文研）が、来日中の外国人研究者
による日本研究の成果を市民の皆さまにご紹介し、共有してい
ただくことを主な目的とする催しです。
1987年の設立以来、月1回のペースで、京都市中心部の会場で
継続的に開催しています。

国際日本文化研究センター 研究協力課
〒610-1192　京都市西京区御陵大枝山町3-2
TEL: 075-335-2078
http://www.nichibun.ac.jp/ja/
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　講師  宋 浣範 高麗大学グローバル日本研究院（韓国）  副院長/日文研  外国人研究員
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こ
れ
ま
で
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参
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本
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と
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史
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思
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ま
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Thinking about “the East Asian Safety Com
m
unity” from

 Kyoto:

Based on the Keyw
ords of  “W

ars” “Disasters” and “History”

コメンテーター  金野 純　学習院女子大学  准教授
1975年生まれ。一橋大学大学院社会学研究科博士課程修了。日本学術振興会特別研究
員を経て2009年から現職。
専門分野は東アジア地域研究、政治社会学、歴史社会学。主な著作に『中国社会と大衆
動員―毛沢東時代の政治権力と民衆』（御茶の水書房、2008）、『現代中国政治研究ハン
ドブック』（共著、慶應義塾大学出版会、2015）、『講座 東アジア共同体論　調和的秩序
形成の課題』（編著、御茶の水書房、2016）などがある。

韓国高麗大学校文科大学史学科卒業。東京大学大学院人文社会系研究科修士、博士課
程卒業。現、韓国日本歴史学会編集委員長、韓国日本思想史学会副会長。2016年7月より
国際日本文化研究センター外国人研究員を併任。
日本古代史を専攻としながら、東アジアの中の日本歴史と文化を「律令」「戦争と平和」「災
害や安全」「東アジア安全共同体」などをキーワードとして研究。現在日文研では「説話文学
と歴史史料との間に」を主題に共同研究を進めている。主な共著に『日本の災害復興：3.11
東日本大震災と人間』(人文社、2014)、『日本の戦争と平和』(インターブックス、2014)、『東
日本大震災と日本―韓国からみた3.11』(関西学院大学出版会、2013)、『前近代日本の領
土認識』(東北アジア歴史財団、2012)などがある。
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講師 ： 官 文娜   香港中文大学アジア太平洋研究所 名誉研究員 
コメンテーター ： 井上 章一   日文研 教授 

14:00～16:00第309回 日文研フォーラム 2017 年 4月 11日（火）


